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ガスタービン　メンテナンスのご案内

●本カタログは、2024年5月現在のものです。
●仕様、性能は改良・改善などにより、予告無く変更することがあります。
●商品の色は、印刷の関係上、実物と異なる場合があります。

この印刷物は、植物油インキを使用しています。
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●ご使用の際は、取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●無理な運転は商品の寿命を縮め、故障・事故の原因となることがあります。
●故障、事故を未然に防止するため、定期点検は必ずおこなってください。

安全に関するご注意

ヤンマーエネルギーシステム株式会社

発電設備の機能を維持するには、各法令、電気事業法・建築基準法・消防法などによって維持管理に関する
基準が定められています。規制の目的はあくまでも発電設備の機能の維持と安全性の確保です。
万が一に備えて安全確保のためには、少なくともこれ位は必要であるという基準が示されているのです。

電気事業法
電気事業法では、発電設備を設置した場合、保安規定を届け出て、保安規定に定めた基準に従って実施することになっています。

建築基準法
建築基準法では、定期的な点検の必要性や基準を建築設備定期検査業務基準指導書で定めています。
定期点検の対象は特定行政庁が指定する建築物に設置されている物で概ね6ヶ月から1年の周期で点検し、
特定行政庁へ報告が必要となります。

消防法
消防法では、発電設備の点検基準に従い、定期的な点検と報告を定めています。
点検内容は、機器点検・総合点検で、施設の用途や重要度によって報告期間が異なります。
点検業務は消防設備士又は消防設備点検資格者と自家発電設備専門技術者の両方の資格を持つ技術者が行うこととされています。

発電設備の保全に関する法令の基準
電気事業法 建築基準法 消防法

ガスタービンは精密機械！！

心臓部のパワーモジュールでは、高速回転体は毎分3～5万回転しており、2個の軸受で支えられています。こ
の軸受に劣化した潤滑油が供給されると軸受に微細な傷がつき、損傷に至ることがあります。
また、潤滑油系統にはOリングを使用していますが、経年劣化でオイル漏れが発生し、軸受への潤滑油供給不足
に至ることがあります。
さらに、大量の空気を吸入するため、外来異物混入により、塗装剝離・インペ
ラ打痕跡やラジアルディフューザ翼が欠損することがあります。そして、運転
環境により、インペラやラジアルディフューザに錆、タービンノズルに亀裂など、
外的要因や環境にも左右され、保守点検は高度な対応力が必要とされています。

インペラ孔食インペラ打痕跡塗装剥離

玉軸受磨耗（損傷）

オイル漏れ ラジアルディフューザ
翼欠損

ころ軸受磨耗（損傷）

タービンノズル亀裂

パワーモジュールの経年劣化事例

潤滑油の経年劣化事例

ガスタービンの潤滑油は見た目では劣化
や汚れの違いが分かりづらいですが、顕
微鏡で見るとかなり汚れているのが分か
ります。 軸受け、ベアリングの周速は
『約500km/h』！！（新幹線の300km/hより速い!）
汚れた潤滑油では、すぐに軸受けに影響します。
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ご存知ですか？

非常用発電装置は待機状態で稼働時間が少ないために、メンテナンスが軽視され見落とされる傾向にあります。
しかし！緊急時には、稼働の良否が人命や財産にかかわる最重要な設備です。
万が一の場合、確実なパフォーマンスを発揮させるために弊社では、設置後 15年経過した非常用ガスタービンの心
臓部の定期点検整備として、『パワーモジュールの交換メンテナンス』を推奨しています。

発電機の動力源はガスタービン！

ガスタービンは、抜群の信頼と安定感。でも点検の重要性を再認識

ガスタービンって？

阪神淡路・東日本大震災では、冷却水を使用しな
いガスタービンが大活躍。
しかし、約20％が『エンジンが起動しない･･･』、『発
電しない･･･』、『途中で止まった･･･』など、運転で
きていませんでした。
これらの半数以上が、普段のメンテナンスを怠って
いたり、適切な取扱やアドバイスを受けていません
でした。

ガスタービンとは、燃料の燃焼による熱エネルギーを運動エネルギーに変える原動機の一種です。
まず、『インペラ』で大量の空気を吸い込み圧縮します。次に『燃焼器』で圧縮した空気に燃料を噴射し点火燃焼
させます。
最後に高温高圧になった燃焼ガスで『タービンブレード』を回転させ、運動エネルギーとして利用します。
上記の動力発生部位を『パワーモジュール』と言い、その回転数が３～５万回転 !!
そんな超高速回転を『減速機』で減速し発電機を回転させ発電しています。
ちなみに、タービンの排気エネルギーを排気自身を加速しジェットとして噴出する事により推進力を得るのが航空機
のジェットエンジンです。

あなたの『非常用発電装置』がどんな状態か！！

運転した
77％　

運転不能
23％

震災時運転状況

運転不能内訳

燃料切れ
31.8％

メンテ不足
（操作ミス）
68.2％

!

減速機

発電機

ガスタービン

パワーモジュール

ヤンマーは、３つのＬとＲでメンテナンスをご提案します。
ＧＴ３ＬRメンテナンス

ご存知ですか？今されている点検！

TPM は Total Productive Maintenance と
言い、設備の一生涯を通して、生産性がもっ
とも高くなるように、設計・建設・運転・保
守を個々で考えるのではなく、総括して生産
設備の効率向上を図る広い視野に立ち、常に
改善し、進化していく保全方法でＴＰＭ、総
括生産保守と言います。
ヤンマーはTPMサイクルで設備の一生涯を常
に考え、お客様に安心と信頼のメンテナンス
をご提供出来るように取り組んでいます。

法定点検は、あくまでもその時点で機器が、機能、安全防止、公害面などが法定基準に適合しているかをテスター
や目視などで『検査』するもので性能、安全を保証されたわけではありません。
それに対し、定期点検整備は、設備のトラブル防止や性能の維持を図るための予防保守であり、点検結果から、
不具合箇所を整備します。
常に、日常管理から精密点検での内部状況を把握することで設備の本来の性能維持や寿命延長が可能になりま
す。

この曲線から故障頻度を把握し、適正なメンテナンス（検査・点検・部品交換・整備・調整）をすることで、広
いバスタブが示す設備の延命化を実現します。

このグラフは使用年数における機
器の一般的な故障領域をあらわし
ているグラフになります。
一般的に、その線形が浴槽に似て
いる事から、バスタブカーブ・バ
スタブ曲線などと言われます。

さらに！ガスタービンだけでなく周辺機器や設備の診断による更新をお勧めします。

ＧＴ３ＬＲメンテナンスのご提案内容は！

［回復］［対応］［技術力］ ［提案・改善］

ヤンマーはガスタービンライ
センス制度（技術者認定制度）
で、経験や技術・提案力等
高度な教育を受けたスタッフ
が対応いたします。

機械も劣化していきます！

ライセンスを取得した
サービスマンが
安心と信頼の技術で対応。

弊社独自の診断項目と、ビデ
オスコープ点検などの高度な
機材を使用した点検で、機器
の寿命延長を目的とし最適な
ライフサイクルプランをご提案
いたします。又、操作などご
要望に合わせ講習会を実施い
たします。

診断結果から設備にあったラ
イフサイクルプランをご提案
し、メンテナンスを実施する
事で寿命の延長を行います。

万が一の緊急対応時は、ヤン
マーの全国サービスネット
ワークでスピーディーに対応
します。（緊急部品供給サー
ビス含む）

万が一の緊急対応に
備えます。

メーカー保証のリビルトパ
ワーモジュールや新品、純正
部品を適正に交換する事で性
能を回復し、寿命延長を行い
ます。

メーカー保証のリビルト
PM、新品PM・部品を交換、
性能を回復します。

※対応時時発見された不適合事象に
ついては別途（有償）といたします。

L L L R

機器の診断 弊社独自の診断項目で評価
ビデオスコープでより内部までを診断します。

パワーモジュールの
現地交換

精度の高い整備･検査を受けたＰＭユニットを
現地で交換。周辺機器の整備と合わせ、作業
を行い調整、試運転、引渡しとなります。

通常の工場持帰り整備に比べ工事期間がグゥ～ンと短く、お客様の操業の停止に
よる、ご負担を軽減できます。
また、メーカ推奨の定期点検を日ごろ行う事で、機器のストレスを軽減し、安価な
リビルトＰＭで交換が出来ます。

診断結果に基いた
交換機のご提案

リビルトＰＭ

新規製作ＰＭ
ご使用の機器が始動500回、500時間以上
又は損傷が大きい場合

ご使用の機器が始動500回、500時間以下
で損傷が少ない場合

※交換機は、費用が異なります。

故
障
率

多

少

初期故障領域

偶発故障領域 摩耗故障領域摩耗故障領域

耐用年数

経年劣化・環境要因による故障率の上昇

定期点検実施による故障率の低減

部品更新による延長
通常点検 点検 通常点検 通常点検点検 提案

機器の一般的な故障モード

設計・製造に起因して発生する領域初期故障領域

安定していて、稀にしか不具合が発生しない領域偶発故障領域

摩耗、劣化などが顕在化して再び故障頻度が増加傾向にはいる領域磨耗故障領域

そして！メーカーメンテナンスはＴＰＭで安心と信頼

予防保守
トラブルが起こる前に
点検・整備・清掃

生産保守
ライフサイクルを
いかに経済的に！

改善保守
２度と同じトラブルを
起こさないために
より安心に改善

保守予防
設備のこれから
新たな設備計画を！

事後保守
トラブルが起こって
からの緊急対応
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しかし！緊急時には、稼働の良否が人命や財産にかかわる最重要な設備です。
万が一の場合、確実なパフォーマンスを発揮させるために弊社では、設置後 15年経過した非常用ガスタービンの心
臓部の定期点検整備として、『パワーモジュールの交換メンテナンス』を推奨しています。

発電機の動力源はガスタービン！

ガスタービンは、抜群の信頼と安定感。でも点検の重要性を再認識

ガスタービンって？

阪神淡路・東日本大震災では、冷却水を使用しな
いガスタービンが大活躍。
しかし、約20％が『エンジンが起動しない･･･』、『発
電しない･･･』、『途中で止まった･･･』など、運転で
きていませんでした。
これらの半数以上が、普段のメンテナンスを怠って
いたり、適切な取扱やアドバイスを受けていません
でした。

ガスタービンとは、燃料の燃焼による熱エネルギーを運動エネルギーに変える原動機の一種です。
まず、『インペラ』で大量の空気を吸い込み圧縮します。次に『燃焼器』で圧縮した空気に燃料を噴射し点火燃焼
させます。
最後に高温高圧になった燃焼ガスで『タービンブレード』を回転させ、運動エネルギーとして利用します。
上記の動力発生部位を『パワーモジュール』と言い、その回転数が３～５万回転 !!
そんな超高速回転を『減速機』で減速し発電機を回転させ発電しています。
ちなみに、タービンの排気エネルギーを排気自身を加速しジェットとして噴出する事により推進力を得るのが航空機
のジェットエンジンです。

あなたの『非常用発電装置』がどんな状態か！！

運転した
77％　

運転不能
23％

震災時運転状況

運転不能内訳

燃料切れ
31.8％

メンテ不足
（操作ミス）
68.2％

!

減速機

発電機

ガスタービン

パワーモジュール

ヤンマーは、３つのＬとＲでメンテナンスをご提案します。
ＧＴ３ＬRメンテナンス

ご存知ですか？今されている点検！

TPM は Total Productive Maintenance と
言い、設備の一生涯を通して、生産性がもっ
とも高くなるように、設計・建設・運転・保
守を個々で考えるのではなく、総括して生産
設備の効率向上を図る広い視野に立ち、常に
改善し、進化していく保全方法でＴＰＭ、総
括生産保守と言います。
ヤンマーはTPMサイクルで設備の一生涯を常
に考え、お客様に安心と信頼のメンテナンス
をご提供出来るように取り組んでいます。

法定点検は、あくまでもその時点で機器が、機能、安全防止、公害面などが法定基準に適合しているかをテスター
や目視などで『検査』するもので性能、安全を保証されたわけではありません。
それに対し、定期点検整備は、設備のトラブル防止や性能の維持を図るための予防保守であり、点検結果から、
不具合箇所を整備します。
常に、日常管理から精密点検での内部状況を把握することで設備の本来の性能維持や寿命延長が可能になりま
す。

この曲線から故障頻度を把握し、適正なメンテナンス（検査・点検・部品交換・整備・調整）をすることで、広
いバスタブが示す設備の延命化を実現します。

このグラフは使用年数における機
器の一般的な故障領域をあらわし
ているグラフになります。
一般的に、その線形が浴槽に似て
いる事から、バスタブカーブ・バ
スタブ曲線などと言われます。

さらに！ガスタービンだけでなく周辺機器や設備の診断による更新をお勧めします。

ＧＴ３ＬＲメンテナンスのご提案内容は！

［回復］［対応］［技術力］ ［提案・改善］

ヤンマーはガスタービンライ
センス制度（技術者認定制度）
で、経験や技術・提案力等
高度な教育を受けたスタッフ
が対応いたします。

機械も劣化していきます！

ライセンスを取得した
サービスマンが
安心と信頼の技術で対応。

弊社独自の診断項目と、ビデ
オスコープ点検などの高度な
機材を使用した点検で、機器
の寿命延長を目的とし最適な
ライフサイクルプランをご提案
いたします。又、操作などご
要望に合わせ講習会を実施い
たします。

診断結果から設備にあったラ
イフサイクルプランをご提案
し、メンテナンスを実施する
事で寿命の延長を行います。

万が一の緊急対応時は、ヤン
マーの全国サービスネット
ワークでスピーディーに対応
します。（緊急部品供給サー
ビス含む）

万が一の緊急対応に
備えます。

メーカー保証のリビルトパ
ワーモジュールや新品、純正
部品を適正に交換する事で性
能を回復し、寿命延長を行い
ます。

メーカー保証のリビルト
PM、新品PM・部品を交換、
性能を回復します。

※対応時時発見された不適合事象に
ついては別途（有償）といたします。

L L L R

機器の診断 弊社独自の診断項目で評価
ビデオスコープでより内部までを診断します。

パワーモジュールの
現地交換

精度の高い整備･検査を受けたＰＭユニットを
現地で交換。周辺機器の整備と合わせ、作業
を行い調整、試運転、引渡しとなります。

通常の工場持帰り整備に比べ工事期間がグゥ～ンと短く、お客様の操業の停止に
よる、ご負担を軽減できます。
また、メーカ推奨の定期点検を日ごろ行う事で、機器のストレスを軽減し、安価な
リビルトＰＭで交換が出来ます。

診断結果に基いた
交換機のご提案

リビルトＰＭ

新規製作ＰＭ
ご使用の機器が始動500回、500時間以上
又は損傷が大きい場合

ご使用の機器が始動500回、500時間以下
で損傷が少ない場合

※交換機は、費用が異なります。

故
障
率

多

少

初期故障領域

偶発故障領域 摩耗故障領域摩耗故障領域

耐用年数

経年劣化・環境要因による故障率の上昇

定期点検実施による故障率の低減

部品更新による延長
通常点検 点検 通常点検 通常点検点検 提案

機器の一般的な故障モード

設計・製造に起因して発生する領域初期故障領域

安定していて、稀にしか不具合が発生しない領域偶発故障領域

摩耗、劣化などが顕在化して再び故障頻度が増加傾向にはいる領域磨耗故障領域

そして！メーカーメンテナンスはＴＰＭで安心と信頼

予防保守
トラブルが起こる前に
点検・整備・清掃

生産保守
ライフサイクルを
いかに経済的に！

改善保守
２度と同じトラブルを
起こさないために
より安心に改善

保守予防
設備のこれから
新たな設備計画を！

事後保守
トラブルが起こって
からの緊急対応



3LRメンテナンス

ガスタービン　メンテナンスのご案内

●本カタログは、2024年5月現在のものです。
●仕様、性能は改良・改善などにより、予告無く変更することがあります。
●商品の色は、印刷の関係上、実物と異なる場合があります。

この印刷物は、植物油インキを使用しています。

2024年5月作成③  001H0-J00011 1403

●ご使用の際は、取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●無理な運転は商品の寿命を縮め、故障・事故の原因となることがあります。
●故障、事故を未然に防止するため、定期点検は必ずおこなってください。

安全に関するご注意

ヤンマーエネルギーシステム株式会社

発電設備の機能を維持するには、各法令、電気事業法・建築基準法・消防法などによって維持管理に関する
基準が定められています。規制の目的はあくまでも発電設備の機能の維持と安全性の確保です。
万が一に備えて安全確保のためには、少なくともこれ位は必要であるという基準が示されているのです。

電気事業法
電気事業法では、発電設備を設置した場合、保安規定を届け出て、保安規定に定めた基準に従って実施することになっています。

建築基準法
建築基準法では、定期的な点検の必要性や基準を建築設備定期検査業務基準指導書で定めています。
定期点検の対象は特定行政庁が指定する建築物に設置されている物で概ね6ヶ月から1年の周期で点検し、
特定行政庁へ報告が必要となります。

消防法
消防法では、発電設備の点検基準に従い、定期的な点検と報告を定めています。
点検内容は、機器点検・総合点検で、施設の用途や重要度によって報告期間が異なります。
点検業務は消防設備士又は消防設備点検資格者と自家発電設備専門技術者の両方の資格を持つ技術者が行うこととされています。

発電設備の保全に関する法令の基準
電気事業法 建築基準法 消防法

ガスタービンは精密機械！！

心臓部のパワーモジュールでは、高速回転体は毎分3～5万回転しており、2個の軸受で支えられています。こ
の軸受に劣化した潤滑油が供給されると軸受に微細な傷がつき、損傷に至ることがあります。
また、潤滑油系統にはOリングを使用していますが、経年劣化でオイル漏れが発生し、軸受への潤滑油供給不足
に至ることがあります。
さらに、大量の空気を吸入するため、外来異物混入により、塗装剝離・インペ
ラ打痕跡やラジアルディフューザ翼が欠損することがあります。そして、運転
環境により、インペラやラジアルディフューザに錆、タービンノズルに亀裂など、
外的要因や環境にも左右され、保守点検は高度な対応力が必要とされています。

インペラ孔食インペラ打痕跡塗装剥離

玉軸受磨耗（損傷）

オイル漏れ ラジアルディフューザ
翼欠損

ころ軸受磨耗（損傷）

タービンノズル亀裂

パワーモジュールの経年劣化事例

潤滑油の経年劣化事例

ガスタービンの潤滑油は見た目では劣化
や汚れの違いが分かりづらいですが、顕
微鏡で見るとかなり汚れているのが分か
ります。 軸受け、ベアリングの周速は
『約500km/h』！！（新幹線の300km/hより速い!）
汚れた潤滑油では、すぐに軸受けに影響します。

x100x100

新油（NAS７等級） 古油（NAS１２等級）

新油新油 古油古油
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発電設備の機能を維持するには、各法令、電気事業法・建築基準法・消防法などによって維持管理に関する
基準が定められています。規制の目的はあくまでも発電設備の機能の維持と安全性の確保です。
万が一に備えて安全確保のためには、少なくともこれ位は必要であるという基準が示されているのです。

電気事業法
電気事業法では、発電設備を設置した場合、保安規定を届け出て、保安規定に定めた基準に従って実施することになっています。

建築基準法
建築基準法では、定期的な点検の必要性や基準を建築設備定期検査業務基準指導書で定めています。
定期点検の対象は特定行政庁が指定する建築物に設置されている物で概ね6ヶ月から1年の周期で点検し、
特定行政庁へ報告が必要となります。

消防法
消防法では、発電設備の点検基準に従い、定期的な点検と報告を定めています。
点検内容は、機器点検・総合点検で、施設の用途や重要度によって報告期間が異なります。
点検業務は消防設備士又は消防設備点検資格者と自家発電設備専門技術者の両方の資格を持つ技術者が行うこととされています。

発電設備の保全に関する法令の基準
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ガスタービンは精密機械！！

心臓部のパワーモジュールでは、高速回転体は毎分3～5万回転しており、2個の軸受で支えられています。こ
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ガスタービンの潤滑油は見た目では劣化
や汚れの違いが分かりづらいですが、顕
微鏡で見るとかなり汚れているのが分か
ります。 軸受け、ベアリングの周速は
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